
1985年出上の木簡

愛
知
・沓
掛
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
豊
明
市
香
掛
町
字
東
本
郷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）

一
二
月
を

一
九
八
四
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
明
市
沓
掛
城
址
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
秋
男

・
松
原
隆
治

・
木
村
光

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
末
を

一
六
世
紀

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
上
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
名
古
屋
市
南
東
部
か
ら
隣
接
す
る
豊
明
市
に
か
け
て
、
北
西
か

ら
南
東
に
の
び
る
低
丘
陵
の
先
端
に
立
地
す
る
城
跡
で
あ
る
。
標
高
は
二
一
ｍ

前
後
で
、
平
城
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
城
跡
は
、
永
禄
三
年

盆

五
一ハ
○
）
の
桶
狭
間
の
戦
前

夜
に
、
今
川
義
元
が
宿
営
し
た

と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。
桶
狭

間
古
戦
場
跡
は
、
西
南
西
四
ｋｍ

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

発
掘
調
査
は
、
史
跡
公
園
整

備
の
事
前
調
査
と
し
て
、
主
に
本
九
跡
を
中
心
に
行

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
大

き
く
三
期
に
分
か
れ
る
遺
構
群
を
検
出
し
た
。
木
筒
は
、
そ
の
う
ち
で
最
も
下

層
の
生
活
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
汚
水
だ
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
池
（
ｓ
Ｇ
０
５

か

ら
、
す
べ
て
出
上
し
た
。
こ
の
池
か
ら
は
、
ほ
か
に
多
量
の
木
製
品
（桶

・
鍋
蓋

・
箸

・
膳

・
漆
器
な
ど
、
当
時
の
日
常
什
器
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）
・
土
器

。
陶
磁
器

・
食
物
残
滓
な
ど
が
共
伴
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
ヽ
□
□
□

の
□

」

。
「
と
　
　
　
」

②

　

「
滲
■
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”聟
ａ
）通
～

③
　
。
「
　

天
文

（穿
孔
）
十
七

」

。
私
¶々
声
花
押
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽μｘ
誤
×
、ぁ

⑭
　
。
「
　

天
文

（穿
孔
）
十
七
」

。
私
中編
声
花
押
ど

μＯ
コ
×
（
ド〇
枷
）
×
ト

(豊 田)



⑤
　
。
「
　

天
文

（穿
孔
）
十
七

」

ｏ取
空壻
声
花
押
ご

本
城
跡
出
上
の
墨
書
の
認
め
ら
れ
る
木
簡
は
、
ほ
か
に
二
八
点
、
計
三
三
点

に
の
ば
る
。
ほ
か
の
二
八
点
は
、
昨
年
の
本
誌
上
に
お
い
て
、
そ
の
概
要
は
発

表
済
で
あ
り
、
今
回
の
五
点
は
、
遺
物
再
整
理
の
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た

も
の
と
、
諸
般
の
事
情
で
、
前
回
発
表
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
文
字
と
し
て
認
め
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
文
字
の
方
向

も

一
定
せ
ず
、　
一
貫
し
た
意
味
を
な
さ
な
い
。
落
書
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
②

に
つ
い
て
も
、
墨
痕
は
あ
る
が
文
字
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
③
ｌ
Ｏ
は
、

前
回
発
表
し
た
⑦

。
①

３
木
簡
研
究
』
七
号
）
と
同
様
の
形
態

・
墨
書
を
も

つ

も
の
で
天
文

一
七
年

（
一
五
四
八
）
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
①

・
⑤
の
木
簡
の
法
量
が
未
記
入
で
あ
る
の
は
、
実
測
前
に
、
保
存

処
理
に
出
し
て
し
ま
っ
た
当
方
の
不
手
際
の
結
果
で
あ
り
、
も
し
機
会
が
あ
れ

ば
、
後
日
何
ら
か
の
形
で
発
表
し
た
い
。

ま
た
、
昨
年
の
本
誌
上
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
木
簡
の
釈
文

・
解
読
に
つ

い
て
は
、
愛
知
赦
育
大
学
赦
授
新
行
紀

一
氏
に
、
そ
の
た
め
の
赤
外
線
テ
レ
ビ

撮
影
に
つ
い
て
は
、
浜
松
市
立
博
物
館
の
向
坂
鋼
二

・
漆
畑
敏
の
両
氏
に
、
様

々
な
点
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
記
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

９
　
関
係
文
献

伊
藤
秋
男
・木
村
光

一
「愛
知
沓
掛
城
跡
」
３
木
簡
研
究
』
七
号
　
一
九
八
五
年
）

豊
明
市
教
育
委
員
会

『沓
掛
城
址
』
全

九
八
六
年
・
印
刷
中
）

（
木
村
光

一
）

Ⅳ

Ⅳ

け

／

１




